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　敷地西に大きな堤を有する、子育て支援セ
ンターを併設する保育園として、令和 2 年 4
月に開園いたしました。
　鉄骨造でありながら、内外部に木を多用し、
木のぬくもりを感じられる設計としました。
また、随所に出窓や絵本コーナーなどの「居
場所」を多く設け、子どもたちの創造や活動
を豊かにする工夫をしました。
　子どもの遊びを研究されている大学の先生
監修の元、屋外の遊びが子どもの発育に重要

であることを学び、園庭の設計にも注力しました。様々
な活動を誘発する設えや植樹を行った園庭を中心に、
園舎外部に巡らせた縁側が園庭とつながる設計とし、
子どもの感受性を伸ばす魅力ある保育園となりました。
　これからも、使い手の気持ちに寄り添って、共に思
いを形へと描いていきます。(阿部佳耶 )

　事務所の西側スペースは緑豊かな東側の庭に比べ、幅が
狭く砕石敷きで殺風景でした。また、西側の開口部は出入
り口のドアが一ヶ所だけですが、西日が強く差し込みます。
　今回の改修の目的は、西側を社員のくつろぎの場にする
ことと、西日対策でした。室内空間と同じ床高にデッキを
敷き、既存のフェンスにヘデラを這わせ、それがさらに上
へ伸び伸びと成長できるように、パーゴラを取り付けました。
　8月に完成しましたが、ヘデラは随分と伸びてきました。
椅子は新入社員の新田ゆいさんが選んだものです。これ
からどんな風に変化していくのか楽しみです。( 藤原薫 )
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沖郷双葉保育園
基本計画・基本設計・実施設計　　　　　南陽市

事務所西側スペースにパーゴラ付きデッキの設置

垣間見える青空への眺望

やわらかい日差しが包むパーゴラとデッキ緑豊かなヘデラと椅子のある憩いのスペース

堤を望む、縁側からつながる園庭出窓やロフトなどの「居場所」を設けた絵本コーナー

斜めのアクセント袖壁と杉板張縁側が特徴的な外観

鉄骨造でありながら、木質感が感じられる遊戯室
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﹂社長補佐　庄司  和彦
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・ 沖 郷 双 葉 保 育 園
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松 田 組 　 東 北 電 化 工 業 　 大 和 設 備 工 業 　
平 成 3 0 年 1 2 月 ~ 令 和 元 年 6 月
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